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＜活動の様子＞ 活動場所

実施日程

実施した生産活動・施設外就労の概要

利用者数　等

住　所 北海道札幌市中央区大通西20丁目3番1号
 シックランドビル3階

管理者名 新井　栄哲

電話番号 011-555-3174 対象年度 令和７年度

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 就労継続支援A型事業所
ソーシャルデザインサポート

事業所番号 0110 105285

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価
当社が委託している事務代行業務については、単なる外注ではなく、地域連携として十分に意義の取り組みだと評価し
ています。
特に以下の点については、事務面及び企業経営面の双方で効果を実感してます。
・勤怠管理業務
日々発生する入力・集計作業の安定処理により、社内担当者の負担が明確に軽減されました。
警備業という業態上、勤怠情報の正確性は極めて重要であり、継続的かつ安定的な処理体制は非常に有効です。
・入退社管理業務
採用・退職に伴う書類整理・管理が有効化され、管理漏れや確認作業の手間が減少しました。
結果として人事・総務業務全他の流れがスムーズになっています。
・求人・SNS代行業務
求人活動および企業情報発信の継続性が確保され、自社のみでは難しかった更新頻度の維持が実現しました。
地域雇用促進という観点でも有益な支援と認識しています。
・請求書・給与明細送付業務
典型的でありながらミスが許されない業務を外部で安定処理できることは、バックオフィス運営上の大きな利点となっ
ています。

総じて、業務の品質・継続性・実務的信頼性の面で高く評価しています。
本取り組みは、企業の効率化だけでなく、地域企業の業務支援・障害のある方の就労機会創出・
地域経済活動への参加促進という複数の社会的意義を同時に満たしているため、前向きに評価できるものと考えます。

今後の連携強化に向けた課題
①業務範囲の標準化・明確化
業務の属人化を避けるために、引継ぎ可能な業務の整備をする必要がある。
②品質管理・チェック体制の強化
企業としては、成果物に対してチェックもダブルチェック体制でやっていただけると安心感が高まる。

連携先企業名 株式会社WAKABA 担当者名 千葉

＜活動内容＞
活動場所：株式会社WAKABA
実施日程：2025年4月～現在に至るまで（継続中）
5~10名程度
①警備員等の出勤・退勤情報をデータ入力し集計
②新規採用・退職者の書類管理
③求人や採用情報、企業PRの求人・SNS代行
④取引先・従業員への請求書・給与明細送付業務

＜目的＞
①企業の労務管理を支援し、事業運営の安定化に寄
与
②地元雇用の維持管理に協力し、事務負担の軽減
③地域雇用ン促進、企業ブランドの発信支援
④企業の経理・総務機能の一部を担い、運営効率化
を支援

＜成果＞
企業側の業務負担軽減に寄与し、地域雇用の維持に
貢献
利用者が一般企業の事務業務を経験し、スキル向
上・就職準備につながった。
今後の展望としては、ほかの地域企業にも同様の支
援展開し
地域全体の業務効率化や障碍者雇用拡大に貢献して
いく
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